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し巧 iw な思 u しいにに 5 にいし\亥王 W にの U •必 ig むでリ\にり 


この巧抑朗が化よび ■» ベのがでは、義巧を巧を C 2 讓ム每お!队似ただき、あなたや ii め人々へめ藏巧や 
おをへの震 M ホ翁に瞧 t ずるたみにいろん巧な推 H 薪ぶムでいをず。その表巧と寒斯まがのようになっ 
でい泰ず•巧奋をよく巧！！しでかを本交をお1|»くを誇い， 

爪酱お こ确#巧を無 H しで、 * うがが>ががをダ S と V A が死亡、重*を貸う巧接な、または义がの 
丘巧能翻於!旋されが化樣してぃお•リ亩 

ノへ着こが)!巧を無鱗しで、巧った取り錢む巧ずをを、着傷窗あ H ク巧鮮が勢抱 iW < D « お饰1 
ム^/ ZC ぶ I を妻れ去巧台初 t しでいまず。 


お巧巧の巧! 


A 么 E ちはを意を侵ず巧巧があるををを « H ブをを热でず。 

/へ西のやに興体的な沿■巧さ(葱庭 GWi # な一* MiJS ： •ま意)が擔かれでがタタ。 

® ( SE 3 S 斌»化の巧巧であることををげるを®巧ず。 

因の中や撤*に興が的な禁比巧 d (を这のがガソリン義化)び«1かれでいまず。 

® AE みは巧翁を媒をする巧客を巧げる移なでず， 

涅の审に巧が的な指示巧巧 《 CT<Sii をが t 巧フラグをコンセントからがいで <だ掛リ 
が巧かれでいまず。 



(WARNING) 


►ガソリン厳禁 

方ソリンなど I ■巧なの S い油は、み巧に便巧しないで<ださい。乂おの廢沒にな0ます。 


•语突がれほ巧 

巧巧びがれたまま巧南しないでください。 

がれでいると j ■おホに巧ガスがきのにもれで、を巧です。 


•煙細そく維 

な巧がつまつたり、ぶさびれたままで巧巧しないでぐださい。 
巧そくしでいると31巧中にがガスび室巧にちれで、をなでず。 




巧巧などのな爆には使巧しないでください。 

巧類が S てしで乂ヴつを、义巧のお西になります。 


•スプレーをぶ巧 

スプレー巧や力たツトこんろ巧ボンベなどを、ストーブめよや巧に放 
■しないでください。無であの狂力が上がり、爆巧し、ち巧でず。 


参ほ活やけどにを意 

ft 時庙巧)*の闻じ*巧になれないでください。 

化巧的ほい巧®でを巧》やけどやが水泣がの巧因とななまず。 




ま意 (CAUTION) 


♦カーテン、巧徐巧近接巧止 

力ーテンや«えやずいちのを近ブけないでください。义災が発をずるおそれびありまず。 
巧が巧との HH 巧震についでは欄夕据えほけ因巧 （23 ページ)を雜巧しでください。筒 


•給油時消义 - 

お巧は、化す消义しでからおこなつでください。义災のおそれびあむまず。 


♦巧漏れ版 ^ 

巧タンク-ゴム*(送油管-巧さ»および檐 S などからの巧'油酒れびないことを づム ar 勉盾 

_宙巧の上ご度巧ください。な巧び篇れでいると义災のおそれがあ0ます。 


•ま巧暗巧用巧止 ベ 

方一巧堯を»じたとぎは《用しないでくださし V 巧巧が巧のおそれがおりまず。 














1 .特にま意しでいただぎたいこと(まをのために必ずお守りください) 


ミ主意に AUnON ) 

•高溫部接触禁止 

燃焼中や港义直をは、富通部、煙突、巧上部にまなどふれないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。 


♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 r^^TK 

振動や接触こよってやかんの菊湯びこぼれ、やけどのおそれがあります。 1 09 

1 0 

•分解修理の禁止 

巧巧、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修巧は、危巧でず。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧ちや、 

やけどのおそれがあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを 
面かないでください。水がかかると漏畢やが巧のおそれびあります。 

0 


•改造使用の禁止 

巧造しで使用しないでください。 

また、ストーブや煙突には床暖房巧のお交換器などを巧りがけないでください。 
义災やがガスび室のにちれる原因となり危巧です。 


0 


•換気扇使用禁止 

ストーブを使巧しでいる同室巧で換気扇を使巧しないでください。立 
消えしで爆発おおするおそれびありまず。 

また、換気□-お気□は萬におなし、物などで/をさがないでください。 


0 G 


♦ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引さ（ドラフト）が強いと燃焼不良が発をします。巧の煙突設 
おの巧合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（則売な DR-1) を取り 
巧けでください。 

-集合煙突に接続するお含‘標準な法が上に立ち上がりびちい塌さ 
- ® び強くて巧び巧!むよラな巧合 


ドラフトレギュしータ 




〇 


♦電源コードを傷めない 

巧源コードに無 a な力を加えたり、将1をのせた0しないでください。 

また、 《 源プラグを巧くときは、コードを持っで弓1きなかないでください。 う 

义災や巧電の原困にな0ます。 // 


0 

♦電源プラグは確実に差しこむ 

巧 源プラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。义災の原因 
になります。めれたまでの巧き差しはしないでください。感電の原酉になります。 


〇 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとさ及は保管するとまは、必ず巧源プラグをコンたント 
から巧いでください。乂がやそ巧しないき巧の原因となりまず。 



を 

♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどぎは巧源プラグを巧き、ほこり及び金巧物を除去しでください。 

ほこりがたまると湿気などでお縁不良になり义災の原因になります。 



〇 

•巧油の保管 

0巧は、乂気、雨が、ごみ、島湿および直射曰光を楚けたお巧に保管しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保篇しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれがあ0ます。 



〇 


•を質む油禁止 

巧質む'ぶ、不純な巧（ちれた巧巧、水の混じっているな巧など）を使巧しないでください。 
異巧燃焼や巧障のおそれがあります。 


0 







A 注蠢(翻™ SI ) 

♦シスターンの水位に ミ 主意 rx 进 

据環 水はみしずつ 巧 発しまず。 が _ 

1ク月に1四程«は、シスターンタンクの水の jtm 定水のにあることを巧 
。し、不足しでいる jtd は補巧巧を補おしでください。 

上 H 水位な上は、入城いようま 憲 しでください。 てぉ^® 

巧 暖 バネルホ拍席しない！•をは、 衝環 水は不 S でず。 胃 

〇 

•カーぺットのはびれにを意 一^ 

カーペットがすれたりめくれたまま巧巧しないでください。 

巧パネルに»接触れるとやけどのおそれびあります。 

么 

mmim (街 巧 水-不巧巧）の保管に注意 

公)巧のまの届かない巧に巧ちしでください。 

巧 一、 かんだ*をにははかせで、8»の診 K を受けでください • 

0 

參 巧]めてお使いになるとまのを意 A 

巧めでお ffi いになるとさは、巧 熱* 巧などがなをが< まで震と興いが化ます。しばら <の 面、 なを MA 

あけで舶^の換なをちこな^^でください。 mw 

また、ル 鳥 やか 動な などに IB ■する 濡 ちがろえられまずので、この曲は » B に入れないでください。 


お願い ( NOTICE ) 

♦機器を巧窠ずるときのま意 

ストーブを!*棄狙分するとさは、巧巧面巧のな證を 
巧夕とっでください。 （15 ページ） 

な a を入ったまま*棄ずるとリサイク ju ® 巧におね 
め»巧になるおそれびありまず。 

•む油の巧ま 

なみの病棄巧みは、巧溢をお!!いおれになった K 巧 
巧にご巧«<ださい。 


2 •使用する場所 


ストーブを安をに ffi 巧ずるためには、《巧の進おが大佩です。 

♦マントルピースなどに接据え巧けないでください。 

^ 如^, 止 百 


© 0 


で M 製 I 織端觸禮腺!敵) 



巧]栗的に使用ずるために 


•巧巧の入つでくる巧が、巧そばな11などに■くと、巧巧がストーブ 
で暖められで巧巧し榮ずので、巧果的です。 



♦部屋の巧巧をェまし、巧麵の巧度の II 節をむがけましよラ。 



•ストーブの前は、反射おからのふく«熱びでまず巧で、巧 H / X ネルとの巧！を巧應しでぐだざい。 
♦通水 E 营の S さび巧くなるような化■にストーブを投■してください。 












煙突接続 □ 



上面お一 
前面巧ード 

方ラス円筒 


刖お一 

調節脚 
這台-< 


广 



-上面巧ード 

-とつで 

-表示部 

をな面器リ t ツトボタン 

———本体固定を員 

_操作部 

(才ープンポクツト） 



フアンカバ- 

水平器-- 

フアンフイルタ'-- 

ルームサーモ 

燃焼用送風機（巧部） n 

風至制おお（巧部)一1 

コム管。- 

耍源〕ード- 



-熱交サーモ（内部） 

エア-巧きパルプ（内部） 
ーアクモュエータ（内部） 
(リニアダンパー) 

-水位計 

-寇か往き □ 


通水戻り □ 


構造図 


燃焼筒ふた 


スクルトン- 

熱交換窺（内部）一 
おか。 —— 

燃焼リング（巧部) 
シスターンタンク • 
循環ポンブ- 


点乂ヒータ- 

切!替サーモスタット 


-放熱器 

-煙突を続□ふた 

-ポツトバ ーナ 

-反射お 

-プリント配線板 

を全サーミスタ（碁板上） 

-電磁ポンプ養板（巧部） 
—— な乂トランス（内部） 

-定油面器 

-巧麗自動消火装置 

——空磁ボンブ（巧部） 
-送油皆 





表示部の名称と働き 


巧 Mg ポタシで R をした巧 S を!!巧し 
まず。 

巧巧房麵巧おになのしまず， 

をから3«有のランプがななしたときは 
麵達》ちじな0まず， 



-通南は巧巧巧巧を ft 巧しホす。 

’タイ巧〜诵ぉ時はタイターたット 
巧巧ホ致巧しまず。 


’ 室通»ミポタンでなぞした S 通をデ 
ジタルな巧しまず， 

•ストーブじトラブルび《をずると、 
ラブル»巧び ES 巧巧（モニター 
サイン）されます， 



雇おスイツチを巧す 
(*) とな打しぶす。 
をラー度巧ず《 M ) 

と巧灯しまず。 


タイマー WB 中はみなしまず。 

タイ転淳化中は巧灯します。 


•たーブ 3 W 6 中はみ打し、 mw るとおなしまず。 
‘さ通&をを10で < F な投を)にすると翔的が： 
た一巧 ■« になり就しまず*: 


•巧す（曇）と*反（な父）しまず* 
‘をラー■巧ず（凰）と W 义しまず， 


すープンポクツト內操作部の名称と働き 


才•プンポケットの。巧 

オープンポケットを巧く巧しこむと、ゆつくり巧できまず • »作後 If く押しをどずとロックしで止まりまず。 


■揉作*についで 

♦揉作ボタンを巧ずとピッと咨がしまず。 
♦篇揉巧をずるとピツ含ぴ2岛しまず。 


けがな 卜がな」が 


g 水化四 ns を27〜70での I 6 fl に K 巧します， 

• r 任 J "10 押ずたびに《お焉度ホ后で下げる， 

• n«J "ID 巧でたヴに拓想！*$6で上げる • 


r 巧れをは J …»さ^^むせる 
ときに r 巧れるせ J シまず， 

f タイマーをせ J •"タイブーたツト 
巧巧をさねせるとさ f クイ7—ろ 
せ J の■にし S ず， 

\ mm …现を時！!やタイマーじツ 
卜巧19«るねせたら、巧中は、 
mmi に公プもどしでください， 


‘ 乂力 ilpD まみをか J か 
ら f 大 J 巧!■巧幽かしみ力巧 
ジニアに寒ぶ IMB しまず* 

>次力つまみを f 自 nr に 
ろねせるとルームサーモによ 
る宜麵 mg ( ffiiR をボタシ 
で SB ■る曲を）びでさまず> 


鋼埋11 


画顏国 


MEiiiMifll 


‘時巧の f 巧 j を含ねせる 
とさに巧いまず。 



• タイマー薦巧 

爆巧スイツチを f 入 J にレ、タイマーたツトが夕 
ンホがずことにぶり、タイマー&巧グなな、»« 
«巧にタイマーじツト持巧た««しで»巧され、 
タイマー attEtTw 巧されホず • 

(タイマー»巧ザお灯し巧ければタイマー涵ちは 
师拍されをせん。> 

たツト巧巧になると、タイマー«巧が供 cr しか£ 
時巧が S (巧されで白&的に麵巧されます， 
タイマー通巧の觸巧 

タイマー雇 B 巧にを5—度、タイマーセットボタ 
ンを巧ずとタイマーれます。 


义方調節つまみを r 有 MJ にずるとルー 
ムサーモにぶる證 gK ち〔29〜15で、 
to で（らな|»£) J がでちまず， 

か‘柏を1ですつ上 W 
f 巧め J … MSa 度を T でブつほ下 


I 18押すとた一巧■巧*ま S が扭定通度よ 
0—思 i # 上 R ずると消义し、一定通度巧 
下ずるとち動的に巧乂»巧に A 0ます。 
两度巧ずと、たーブ1ちは H なされをザ， 














































































がおは化ず巧な （ J ほ巧巧）を巧巧して<ださい。 

参 害告]ガソリンなど揉発巧の离いなは、乂がの原励こなりますのでお5¢に®し 
ないでください。 

参 IS 注®巧質な巧、ちれた巧巧、水の混じつでいるな油などは、おがに使ちしない 
でください。 

参意 1 な油は、必す乂巧•雨水•ごみ- 离温 及び、直が曰がを S けた 巧 所に 保憧 
しで < ださい。 



■お巧の族のま順とを應 

•巧油ノツレブを閱じでおお□ふたをはずし巿巧のお油器具で巧巧をお巧しでください。 

巧■計のかび f 満 J をさしたら給巧をやめでください。 

•お巧□ふたを必すをとどおりに締めでください。 

参お巧の擦に、水、ごみなどを入れないよラ特にをなしでください。 


■おお□ぶたは、 W 実に巧めでください。 

■こぼれたななはよくぶきとつでください。 

■说!おがれのを意と空 S 抜きの方法 

巧タンクををにしないよラにを應しでください。 

巧タンクを一宜空にしまずと、送巧経巧のにを気びたまり、正常にを巧びできなくなることびあります。このよラな巧 
含には次のお巧で空気巧さをしでください。 

1. おタンクにお油します々 

2. ストーブのゴム管□から、ゴムお送巧管をはすしまず。 

3. IT ム製送滋爸から巧び連続しで流れ出ることを巧かめでからゴム 製 送油皆をちとど 
おりにストーブに巧り巧けまず。（油びこぼれないようじ容器を巧蔥しでくだちい。) 





運転關始前の華備と確認 


■安を装屋のたット、取扱上のを應 



巧めで巧巧するときや、シーズン巧めには、ストーブち角!面のか巧の中に指を入れ、 
定巧面器リ t ットボタン（巧を）を姪く巧し下げでください。 



ごま Ml リたットボタンを巧す族は、スペーサをはすしで押さないで<ださい。 

また、5秒な上巧し続けたり、何◎を巧し下げたりなど乱！!に巧り巧わないでくださし、。 
定巧面おより巧があふれ出たり、巧乂などの夏巧燃焼の原西となる巧食びあります。 


■送かお巧の巧ちれの巧巧 

•巧タンクや送巧营の接合がなどからなをれがないかどラか®屏してください。 








••旅 it (切 IS 

•ESH ■灌ブラグホコシたントに巧の»巧まで««華に*しこか巧ください。 


参雪巧コードが煩巧などの萬*巧にふれるおそれのないことをが巧しでください。 





■接地(アース)の確 ■ 

•丕，が巧•にじたがい、觀び鳴が城れでいお祷巧が ijiyec だおが 

' 八 : ,，為む一.'‘お'.' r み 'を..'.. 

■点义の要賴とを • 



ストーブ巧》で蓮巧ずる!•をはロトーブ巧毯 J にストぶブ巧義病おこなう*をはロト-ブ巧巧 8 IJ に、巧 
巧の換スイツチをたツトしでくださしんが g 饭鎮スイッチ巧をツトは前におこなってください。 


♦ストーブ巧暖房で塞巧ずる通を 参ストーブ寒独で薦巧ずる場を 



m 水の水值 m 



翁スト—巧が MK な W ® かで、シスターンタンクの規たボ值（上 
«ザ化と下讀ザぶの！ ■) たで»»ホ (3 口ず巧 ■!» 巧衝讚液）が乂クでい 
々巧とが Mtt / で《だが心«^入^拭4る M が!^巧なが r 。 

と醒な上乂 11 «い派 5 ^扇蘇/でくださ#。 

水«び下•が下の場巧が皆巧■金;^ ください • 

' ■ .4 


围氷 B 麵の 氷もれの ilBI 

•ストーブ巧なや意水10喔接をなから水をれびないが MB な璋 C ださが。 

争巧度パネルのか的反響の堯かにノなレブ御むなけた iis がもか居か南いでいること巧 ana しでくだミい。 

■遅転中に巧晒钮澳スイッチを揉が仪た！!をの注 S 

むやみじ、 ストーブ供 Bh — ストーブ巧 B 房に切りかえないでください • ！《* かびうまりの巧ほになりまず。 
♦■■■■■■■■■■■■■^，ち》的に一助1乂しで、惭 5-20 細細な义し、スト-旅お房3■あを贈しまず。 
そのとき、 r ジユー J という巧環ホの蕉#!»が発をずることがありまずび寒冷ではありません。なお、熱巧サーモの 
がなによつでは、巧点乂をちストーブ從巧のままの場をがあります。この場をは蓮巧スイッチを一呂「の J にし、巧 
巧したあと（巧ホランフ巧满巧後）4〜5か店 Ji したあとに、 r 入 J にレでくだミい。 

参 ■■■■■■■■■ …理巧はそのままお巧しまず。しばを！<しで「ジユーおとむラ ft 環み巧) 19 ^ 1 ム 
まず力巧《ではありません。 










♦才ーブンポクット内の义力調節つまみで r き動運お J と r ま動運危 J が設定できます。 
ごを望の运乾ち法でご使巧くだまい。 


字な乂で抵放 
||巧かかか 大 

• uiiir . li ■■■■•"■■ル 



な卜-ブ•床暖臓 



齡 I : 

•入•加 l’、'^ 


響 


巧おスイッチを巧す 


1 1 


12 

か 

そ 

巧 

な 

巧 


I運后ラシブ点な 
■ 巧定室を巧示おな 
‘設定巧巧表示ランプ点灯 
Iルな■[流出 
• が巧巧を巧がまわる 
’お巧ボンブ巧® 


—— T •設をき巧と部屋の巧巧に巧じた 

小' rwr むる 


本 

庶 

识 


义力になる 
リニアダンパーホ巧 
設定巧おの設ま巧ちになるよラ 
に有の巧巧される 




〔；点义顚巧） 

■ストーブ义力拥節 r 自巧巧巧 J の巧さ 


♦乂力調節つまみを「自動 J にちわせでください。設定室温と部屋のが巧に応じ 
た乂力で燃焼しまず。 

龜おが合せは 10ページ r 現な時刻の葡節方を」をを巧しで巧つでください。 


1 . 時刻表巧が現を時刻を表示しでいることを確認してください。 

2. オーブンポケット巧の床暖の換スイッチを r ストーブ床暖房」にをわせ 
でください。 

3. 運乾スイッチを巧しで f 入 J にしてください。 

目動的になのよラに運転（チ備燃焼•本が焼）しまず。（ストーブ义力 
韵お f 寺動 J (微か〜大）の巧さは設定室温の表示はありません。） 


/ 

設定ホ混 

時計•タイマー 


^ ---% 

設を室温 

( la . 窝1午お 

\ (9 P y q か 端 

呂 

聲 

■ 

0 0 


パ 

で套運転^ 

CXmOMA . 

〇 タイマ- 

0た-巧を 1 

Crystal Digital Display 




J: 磯 . 


X 子巧が焼を、しばらくの間、义たは大きくなります。 


1 . 時刻表示び現な時刻を表示しでいることをお巧しでください。 

2. オープンポクット巧の床暖访換スイッチを r ストーブ単独 J にさねせで 
ください。 

3. 适おスイッチを抑しで[入 J にしてください。 

自數巧に、巧のよラに運起（そ備燃巧，本が焼）します。（ストーブ乂 
力お節 r ま動 J (微か〜大）の場ちは設定室おの表示はあ0ません。） 



《予備燃巧後、しばらくの菌、乂力は大きくなりまず。 


I巧たスイツモを巧す 


• 設定室おと部屋の巧热に応じた 
义力になる 



謗 


る 

なね 
ま 
0 

フまホ巧 
ン巧流を 
ラま證巧 
お定おお 
3設ル筋 


同時^ 
王爭動V 


-9 〜じ巧そ巧が巧- 


-本が虎— 


丄白動适お了 











…… L こ _ _ 

卜ーブお 1 ||節幽纖めが 


自巧 ま巧义方!!巧 
货みル中 大 


一 _ ぶ 一 


♦オープンがケット巧巧火力 H 節つホみを巧!み j から r 大 J の商のさ！!なのな 
■にをわせでくださけ。 

巧巧巧のおを衰1巧が！!巧!ま、ホ W 巧が巧了ずると义力*酿つホみタタおを乂' 
力で燃巧しまず，渡な枝^巧 iWiWNi ^ が4が i は麵太乂わじなりをせ M 



塞温の調節唱勤運転 


オープンがケット两^^*^ま«»っまみを mm} にをわせると扛或/^サーモによる負ぶ»巧となり、没巧ち通に貸面! 
晒がれまず 。 

巧巧葡におを塞* (24 で）されまずので巧のよラに誘摩ムでください。 



善塞*巧をがタン jf 薦教 J を》ずたびに1で上輿します。 

はぉ2お)ぶ 

• f 伍め j を巧ずたびに巧でまでは1です〇下がり、巧でがらはい 
きなり10でげ巧おを)となりまず。 

•10 で役をが ii をなを一巧■巧巧巧ランプが点口し、た一:: nWE と 
なりまず。 


ストーブ义力が mm \ 蓮あ時に、微が义力でをき巧が沒ま震«より上與ずる«を、巧をがよりお3で上辑ずると 
白»的に消义し、沿を爹瀑まで下がるとな义«巧に入りまず。これをくが g ずこと(こよりむだな部函のあたた A 逢ざを 


巧ぎまず。 



隹ち迅巧をがタンによ0 巧 望めを巧巧をを、た一巧■お巧タンを»しでく 
ださい。 

たーフ»おまがラシブがななし、た一巧■巧となります。 

•たー ブ通巧 ポタンを 巧度擇ダ ことによりたーブ 建た 巧巧ランプが消え、 
た•巧 ■巧解な となりまず， 

塞 通 没を to で(戶な投定)で巧苗中、 S を含*巧15でな上:にとげる、 
、とた一巧 WSIt 恭ラシフが消ま、宜 》 的に觸巧きれまず。 ノ 



夕4プ31110 (專 iSii 節〜-、赛動運!別 



ま盈巧巧によるを贿)■巧の伯に、火胃 ft つまみによる柔•火巧麵巧が巧でず。 
巧のようにしでください 



参义乃巧ぶつまみをから r 犬 j め面めご巧巧の值■にさわせ 
で < ださい。 

巧巧巧のおを寒通表 iH がおえで义力■節つまみの推巧义巧巧巧巧し 
まず， 


■巧のが《 

ストーブの S えがけやみ巧のお着条難で、巧はをかを化しまず。 


■ 





















: m 


V - ' 





① r 時」ポタンをがしで"午前6 : 00"にします。 


⑤ r 分 J ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にしまず。 






鲁燃お中(こ誤って巧源プラグををいたり、巧提スイツチを rtsoj にすると、巧な乂まを装里の猫ぎで、ス I -ーブび巧な! 
されるまで巧点义でさません。 

ただし巧間的なお义巧が（巧3妙が巧）の巧さは、そのままが巧がお続されまず。 

参巧ち時には、必ず運輯スイツチを rt 3 ij にしてください。 




逢お （ 

1入•切 JL 



通おスイッチを巧しで「の J にしでください。 

3起ランプが消。します。 

燃焼室が巧却ずると白動的に燃巧巧ち風が、循巧ボンブ（ストーブ床暖 
房法おのみ）が傳止し、時刻表示ながのずぺでのランプが消：0します。 


難 * ii 


ストーブ床暖房運おの巧さ、循巧水び設定湿度になるように、自動的に湿度謝節されます。文、設定床涵表のランブに 
快おマークがついでいまず。快おマークは、巧おパネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床頃パネル3屋の巧を) 
に保つお現水温ちを示します。ご参きにされると巧利です。 


ミ ru なな：日 
^ 日又た PTw 皿 _ 

M\ 言 

の〇 > Q Q 〇 〇) 
\ _ 

00 »OMA 


巧に通度設定しない巧さは、自動的に巧適7—クの位置（設定床温表示 
ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

巧通巧おポタンを巧すとなのよラに床お現節でき設定床溫表示ランプを 
巧動点なします。 

•「1 itJ •…"1回巧すたびに設定巧度を6でてば、ラシプ表示び巧側 
へ移動。 

■「岳 J …，"1◎巧ずたびに設定巧巧を6で上げ、ランプ表巧がち測 
へ移動。 


床温調 


計せ 
時さ 















露のさ ㈱ 巧 

' 時が.をィ マー、 


タイマーの健箱方法 


1. がープンがグ據スイツチを r タィマーをせ J にしまず。 

2, 時が» 節の[城 • f み J がタンを巧しでタイマー点义巧巧をるねせま 

す • r 州はさがとに HSf ず。 

'''.''.''一'、;:-''''.':.'''-'.''-'.'. 巧-ぶ ''':，:;'':'.': 


:す巧6時孤分にをわせる堤を 


〇分 

、 ■ I 


時れ•タイ7— 



$〇 

I I 11 II — ^ 


巧れ•タイヌー 

M( 豆 ••13 互! 


の r 持 J がタンを巧しで'午前6: 00" にしまず。 感 r 舞 j ポタンを巧しで"午谋 (6 : 30" じしまず， 

ごねでタイマ 好&聲 が!粋が技》ミれホ も； 

f か—^^^マ三 ] 3‘ ががか•が W かチを mm 位■にも幻ぶく燃し、こ㈱巧斑 

I 巧か1巧霜1 A ィ。」 表示には巧強みが巧が终?かまず〇 


持れ ifi 

MZr 1 

Wl? 

をせ y 

1 

夕か 

如 


■タイ7—通巧巧 a 


- L 


タイブ f 


1* jWg スイツずが巧レで下入1にしでください。 

(がが 中の iid はそまでず。） 

ぶ.る若をが对6 巧漁货 I 及は、づが艇^^<終がん 
3. 巧》»»巧が/巧 HMiii を;5#か纷齡巧 b が t ください。 

(ストーブ巧 度 wwg のみ) 

4•タイマーたか卜がタンをが心でください。 

時巧巧示にタイマ^むツド爾巧がお示をれ、クイマ^巧ランプび巧な 
し、タイマります。 

(この時、が巧巧巧 Bn び设《怖■巧しまずが巧巧ではおりません。) 


•タイマーたツト巧巧になるまでは、巧巧巧みにタイマーむツト巧巧びま巧されなけまず， 
参運ち 中にタイマーをツトポタンを巧すと、ストーブは宜巧巧义し、 麗 粒を停止します。 









■タイマー巧巧のおな 


( — A — ) 

タィマ H で^ 


時計•タイマー 


す！！ 

午を 


巧：日日 I 


タイ 7— 


•タイマーたットボタンを巧します。 

タイマー表示、ランプび消巧し、時刻表巧に現を時刻が表示され、 
タイマー運転カタ度おされます。 

♦このままであれば自動的に運転を開始します。逢起を停止する 
巧さは、運あスイッチち「巧 J じしでください。 


■タイマーじット時刻-現を時刻の BB 


時か-タイマー 



現を時刻の淀認 



タイマーたット時刻の®誘 


①時計巧節スイッチを f 時計含せ J 又は r タイ7 
一合せ j に合わせます。 

©現を時刻又は、タイマー t ッ K 時刻が時刻表示 
に表示されます。 

感確認を、時お■現節スイッチは、必す1■通を J な 
宙にちどしでください。 



ットパーナに油をためでしまつたとき 


参ポット巧に油がたまった巧ち、このまま点义操がをすると資お燃焼したり、点义不良となります。ボ□巧などでボッ 
卜内の油を吸いとっでください。 （15 ページ r ポットパーナの巧断ををお。） 

ポッ K パーナに巧びたまったことに巧巧かないで点义したときは、ポツトにたまつた'巧び燃えつきるまで炎が大ぎく 


なつでが焼します。 

このよラなときは、すぐ巧おスイッチを r の J にし、たまった莊び燃えつきるまでそのままお待ちください。このと 
きちおコードのプラグは巧かないでください。 



モニターサインについで 


ストーブにトラブルびおをずると、トラブル窗巧び設を室おま示に記客表示（モニターサイン）されます。 

この巧含記客表示の巧客を、ストーブを側面に巧測されたモニターサインー巧表、交は 19〜のページ r なお•異巧の見 
かけ巧と処置方を J をご K の上、必要な化置をしでください。 


使用上のま意 


巧暖パネルの温度調節 


参床ほのお度訝節は、定元（床暖八"ネルの表面湿ち）の温度調節のため、部屋を化の湿度菊節ではありません。 
力ーペットの表面び热くなりすぎないよラ使巧お勘こは十分ま*しでください。 


循環水の凍結ず的（婚環液のを入) 


寒冷がだけでなく、おかい地巧でちま結ホ巧及び底食ホ荫のために、必す循環液を入れでください。 

•涯巧液は必ずコ□ナホ暖房巧お巧巧（別巧班）をご使巧ください。化の不凍液を使巧したり、おさしたりすると製品 
の巧命がおくなります。 

•巧巧測ま3巧を目まに入れかえでください。（巧封した活巧巧ち含む） 

本書の f 巧にま恵しでいただきたいことほをのために必すお守りください) J の他に、巧の項日についでをを意しでく 
ださい。 _ ___ 

•と面巧ードは、地震などによ0巧燃物が落下したときなどに义がを巧让ずるためのちのです。やむをえす巧りはず 
したおさは、必すちとのがおに取りけけでおいでください。 I 

鲁クリーニング巧、美容おなどの化尝巧紀を使ラところや温室、爲育室など、動植物の育な栽巧に使巧しないでくだ I 
さい。 

•a びおをしたとき、涅（誘導否）により一時的な週巧圧がかかっでち、過電狂防止装置び機義を保謹するしくみに 
なっていますが、大きな涅（匡巧蜜など）の场さは、軍さ部品を損»ずるおそれがありますので、電源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 i 













巧度（•巧が5な上）やない誦|な、を受けた jf を、 
宜®的に巧义しまず。 

モニターサイン£3表示 


跑震によつぞが動した»を、巧か狗 I 燃な、ストーブ 
s 0 mm . 巧をれ、角陕のはすれなど興ががないことを 
、認しでかを再度お乂揉作をしでください。 


点义まを装置 


»巧が巧を皮止ずるため、な义ヒータおよびが巧用を島機に麵««新るなだ、な油力巧!おし巧い痛鱼になってい爹ず。 


停電ミを装置 


停 >や ■» ブラグ織けたとさは営幽に菊义します。 
(1 妙な下の停雪の!■をは燃角巧が） 


»霉»投を M 象巧 I こモニターサイン e 7び巧巧され 
まず。 

- E 7 の場をで巧通巧するときは、時れなどのむット 
ホしでから、蕭おスイッチ巧巧度 r 入 J にしでくだ 
さい。 


7，その他の装置 



消义直後、ストーブが淆巧しないラちに巧な义操作をしでを、 
うになつていまず。 


不着义検お装養 


* 一曼巧巧レでからでないとがなレないよ 




モニター サイン E 2巧/巧 


循環が過舅薇止装靈 


«!«水が裡巧に！!煤ずるなだのために、無な換《^口 
通度び95でなとにお巧ずろと、每 Ittll こスト•プ»接 
建巧に巧りちえまず。 

モニター サイン F 1 巧巧 


戀 US 眶 

ぶください。 。：ミ 


過電流防 it 装霞 


巧部 E 線のショートにより ag 流び«れたとさ、«巧 
ヒューズびのれ、ずぺでの»巧巧#化 L まず。 


* を国いぶの ipsi だ修巧を依賴しでくだ巧け 


燃焼用送風機異常樣鼓装置 


««巧 saai の B 吃数ぴ»巧に e 下ずるとストーブの 
眉おを*化しまず。 

モニター サイン EA 巧巧 


>真》巧了めな西を巧ク巧 W でからな义操ホをしでく 
ださい。 

t なおを興ががある場をはお属いホめの巧巧巧にご相 
がくだまか。 


おをサ〜~ 5スタ 


ストーブの上面孩ぴ«巧が西われで W るとまや、ス h 
-ブの前面に li 含ななどびあつで、ブリシト EI •おな 
湿度び73でなとに上みずると、宜聽がにお乂しまず。 
モニター サイン 巨 0巧巧 


> a 巧巧毋をな巧ないでから痛义*がをしでくだを 
い。 

>なぉを興常がおる«含はが貨い求めの巧巧巧にご巧 
巧ください。 












点検•ま入れは消义を、ポットパーナびち茹しでから、必す S 源プラグをコンたントから巧いで巧つでください。 



点お、手入れの必要項目、時期、ち法 


■周囲の巧放!巧）（使ちごと） 

ストーブのちほは、 * に巧巧•巧巧し、がそやずいちのを I •かないでください。 


■ほこり-巧れ（使用ごと） 

•ほこりや汚れをそのままにしでおきますと、巧がしみたりしで危ちです。 
ストーブはいつち溝おにしでご使巧ください。 


■油ちれ•巧のたまり-巧のにじみ（巧巧ごと） 

参醒台-巧タンクになをれ.巧のたまりや'油のにじみびないか、ときどを点おしてください。 
又、お碰の條にこぼれたな滿は、よくふきとつでください。 




■ゴムおち巧管の点巧-交換の吕安 (シーズンの巧め） 

• r ご注意 1ゴム製を巧管は、宙がで ffi 巧しないで < ださい。 

歴巧での ffi 巧は禁止ミれでいまず。 

•屋巧でゴム製送油爸を使南しているときは、お巧、収縮、を皆、を形、ひび割れがないか確現し、夕なのあるときは 
交換しでください。 

交換の目まは、3巧に一度です。 


■巧タンク（シーズンのがめ、巧時） 

参なタンク内はかやごみびたまりやすいをのです。給'巧のとき、点検しでください。 

、庇タンク巧のが振き及び掃おは、油タンク巧 a の巧お餅明•にがつで巧つてください。 


■煙巧のち続 a のゆるみ S びトツプの周ほ（シ-スンの巧め、 a 時） 

参煙突の接綜部、煙突トップのはすれがないかを点巧しでください。煙突が腐食したり、巧びあいたりしでいると盾ち 
でずので巧しい物と交巧しでください。 

•煙突の巧くには燃えやすいちのを居かないでください。 

参煙突のは経 a でをじたが痛が凍ってつまると危巧です。お乂時に、煙巧のつなぎ目やストーブより異常な煙が化たら 
消义しで、煙突的部を点巧しでください。 








■を繳 Ml めストレ^ず巧細 BT 議齡" 

參を巧面巧には、ごみ巧巧くためめストレーナぴついでいまず。 

ごみがたまると、巧洁〇^れを巧げで、十分な义巧疗な《なりをず。 
次のようにしでください々 



1. 巧タンクの送巧バルブを拓じでください。 

を、ストレーナがみだ31許麟雜どめ»»獲! H / を/ lif 、 がか f ド雜り、 
そぶドに容》を證〇でタトレーナの化めわじをゆるめではずしでくださ 
い。 

を巧面器の巧れたな巧やごみがを巧济れがまず。 

••.，■• 1 V- .... . 

ザ. 

3•ストレーナを巧な化しで、をれいな口巧のホですずぎ巧いをしでくださ 
い。（水で洗わないでください。） 


■巧义ヒータの点検（シ^ズン巧が 

♦巧义ヒータやな义しんにずずび巧慧しまずと、巧熱び低下したり、巧の巧上げが度ぐなったりしでな义しにくくな0、 
•义不良のな话になります， 

点义ヒータのが H は入巧に巧う必薦がおりまずので、ねザがみ谢 i 疏巧に側！しでくださ 0 Y > 


■ポット/トナの»巧01巧） 

• G ごミは、ストーブ巧31•义させ巧か巧巧しでから、巧クでください。 

鶏い巧•巧巧うとやけどのおそれが友ります。 

•ポットノトナにずずがついでがの巧び不おいになつたとまれがットン t ーナの肋こずずやカスびたまりず巧か乂が 
おそくなつたとさは、なのようにしですずを巧り巧いで《だ遠も、。 



1. 上扇ガ-ドをはずしでください。 

2•な巧みるたをなすしでください。 

....." ' ''' ‘ ....( A ご..•、 

3. スク J レ K シは嗔ぶたに廳〇巧いでいまず。スク Jl / トンをガ今ぶ巧简 
にあでないようにしで、巧りなずしでください。 

. 心非.、 . 

4•が巧リング巧まわむでみり化しでくだをい。 

5. ポットパーナ®巧の下巧»渊》を取り巧しでください。 



6. 点乂ヒータ、病火しんをいためないよラに、ポットパーナ巧葡のず 
すをドライパーなどでかき*としてから、巧などでふさとってくだ 
さい。 











7 .巧なての族、燃焼リング及び、下がち炎话は、左因のよラに正しく巧 
実に巧0がけで < ださい。 



■反巧板-ガラス円商のおお (通時) 



•をミ主意]»巧は、ストーブをお义させ巧み巧巧しでから、巧つ 
で < ださい。 

熱いが巧で巧ラとやけどのおそれびち0まず。 

参反氣お及びガラス円筒にほこりびたまりますと、反辩巧巧び惡くなる 
ばかりでなく危おですので、巧の要領で適時巧除をしでほこりを取り 
おいでください。 



1. 前面ガードをちがの固をばねにお）からはすしを側にまねしでく 
ださい。 

2. 巧ラス円筒を割らないよラにま意しで、巧巧巧などで巧部のほこり 
をきれいに巧除しでください。 

3, やわらかい巧などで、反射お巧びガラス円筒をきれいにおいでくだ 
さい。 

4, ffl 除びおわりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 



■ガラス。筒巧部の巧な饱持） 

•に: i 主 Ml 攝巧は、スト—ブを消义させ巧巧巧却しでから、巧つでください。 

熱いが®で巧うとやけどのおそれがありまず。 

•長期巧の使巧や、泣だまりによる大燃焼のをにはガラス円廣びすすけることがあります。 

ガラス円筒がすすけでがが見えにくくなったときは、15^^^ r ポットパーナの巧齡の頂にしたびい、スケルト 
ンをはすしでガラス内筒を掃陈しでください。 


















■燃巧甩を編が)掃除（か面が上） 

♦燃巧巧送 JH « つァンにごみやほこ0がたまると、ち諷方が巧ぐな燒が悪くなったり、巧が大きくなってくること 
びありまず。このよラなときには、統巧巧送 a « ファ3^めほこり巧巧り巧いでくだまい。 

ストーブ後1»5^>：>ァンカパーと風《馈«话巧なダし、ブラシなどでなか 
\ になこりを巧り巧いでくだをい。 

J グ^ •» なが終わりましたち、をとどおりに巧りがけでください。 




。筆 

■燃巧用鉛 Ml ファンフイルターの am ) 

•ファンフイルターがごみやほこりで目ブまりずると、が««^病寒に奪り爹ず • 巧の顆*でストーブ»巧めファシ 
フイルタの捆巧を巧つで < だまし、 

1.を国の矢巧のようにフタ>3イルターに力を施えなびら副きおし、ストー:^面 
から巧りはずしで<ぉ$い W 

2•ブラシなどでフイルタ，を巧り!*いでくだミい。 

3•細8¢が巧わりましたら、をとどおりに巧り巧けでくだまい。 





補巧あ 


シスターンタンク巧の«»水は、かしすつ巧発しまずので、とさどを»»し 
て、 麵觸 氷び不をし t いる！•含な、そのつど規を水依まで床 隹應寒 巧 補 巧巧 
を 痛 《しでぐださい。 

♦な水 DII ぞ满巧、 liwinwin 巧液を上肪た位まであ》しでください。 
r 配篇などかをか朱ちれで嚮》ずる》をは、床喔房毎 flwt 巧巧みれでく"! 
しだか、•巧^ 



■ a 水 R 麵の水をれ MB (••) 

•ストーブの巧や激水 Eg 接繞巧分かろ水をれがないことを確れしでください。 

■巧■などの災窗；!)^をしたときのお検にクいで 

♦地震などの災窗が発生し、ストー:;^こ振»や衝蒙び如ねったとさは、建な巧に化す巧のみ換を巧ってください。 
• «巧まわりのはずれ、もれの度 B 
•口规篇からのを n ® 肋 

就*で**が夕つかった!•含は、お H い*めめ顏巧ほに修理を巧巧しでください。 

















長期間ご®巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1◎程度、シースン終了をなどに、お貢い上げ店又は、修理資宿者〔(財)日本5巧燃焼機器な巧協を（下 EL 
03-3499- 2928) で巧ラ技術营理溝習を修了善 （5 巧おま技術宦理±)など）のいる店などに点巧の巧されることをおすす 
めします。 


10•部品交換のしかた 


■部品交»のときのを意 

I 么 注意 I 不竞をな巧 g 、 MS は盾巧でずので、部品の交換、«&びか爱の巧をには、お a い巧 
めの巧巧店なは、を巧資治ま〔(お)曰本5巧が巧が巧な巧馆をでおこなラち巧售巧巧普を巧：？ 
ま （ S 巧機器巧 life 巧±)など；）のいる巧巧店にご相お< ださい。 


部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 



11.保管 (長期間使巧しない場含) 


設匿したままで保管される場含やしまわれるときは、曰常の点検•ま入れの項を参照し、次の 
要領で保管してください。 

■寺入れのしかた 

1 . 垃ま意 I «巧プラグを必プコンたントからないでください。 

2. '油タンクの灯測ま、すっかり化しでください。中に水分やごみが残ったままにしでおきますと、巧タンクび腐食す 
る原因になります。 

3. 定巧面器のストレーナをはすしで、水分やごみを除き、定巧面おの中の巧巧を巧いでください。 

4> フアンフィルターのごみやほこりを取り除いでください。 

5. 前おをはずしで、巧お機などで巧巧のほこりを巧り巧いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどがちる所をペーパーで磨き r 補修巧の塗料 j (別巧品）で塞装しでください。 


■巧售方を 

1. きれいになったら、を焦したお所に巧倒しにしないでおしまいください。 

2. 床巧のお皆を接爲したままで巧管する访さは、上限が位まで補おしでおいでください。 

3. ストーブ巧の循巧水を巧いで巧普ずるおさは、エアー巧ぎバルブを開いでおき、エアー巧ぎバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 

4. r 取巧説巧 BJ • 「工事説明ま J は、大のにな舊しでください。 

mm 









使巧中に興含があ 0 ましたら、巧をによりな面を!^^姐面をしでくださし、 

原茵のりからないときや、処酿のむずか从化きなぉ細しぶめのおおも又は、おおくのコロナお客 
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様ご相談お□にご连絡 < ださい。 


^«^設定室温表示にモニターサインび表示されまず。 



20 






ポット巧，魔的巧，強城通気お-白が巧流巧*巧巧房馆 

: .■ ち;：が点;® : 


な油。 1 st きな巧） 


•02 しか 


0.巧しか 
;; 1.0051 -/h 


ぉ- 0.198 L/h 

37780 U/h 

献究巧 8D.1 佑 

8,150 kJ/h 

巧知巧81.9知 

37,230 kJ/h 

薪巧を69.0% 

7,330 kJ/h 

熟解67.0% 

ふ 8.4IkW 

巧現水 ■ 150しか 

•: 1.86kW 

循*水產 100L/h 

7.14kW 


__ — — _ 1.36kW __ _ _ 

•大燃锭時2.09 kW 醜か ■150L/h 

ぶ!;ろ％ (巧巧巧逐あ目盛微かのとき） 

67,0% (ストーブが独违巧白巧微少のとき） 


木慾辦ぷが (228) コンクリート49ぷが（30«) 
木進36.5がに 2B) コンクリート580が （358) 


木遊頸ぶが（18蠢> 〕ンクリート 41.5 が <25壁） 


木迄31ぷが （196) コンクリート 49.5 が （30 な） 


2し（お巧的 g シスターン上お水值特） 


シスをーン大気蘭が 


03/1 08W- 最大燃お持 4 V47W 


篇乂時80/ 82W-» 大がお時け/ 16W 


' 4.5 〜19.5が（な震〜 12B) (巧大が巧時） 


夕径ホら咖ニッブル 


/ ¢106咖 （3 寸5分)、 _ _ _ 

ホ， 10 抑！ 


.* 330でが下 


.... 450でが下 


5A 

側!雜消火み•觀设全裘巧 • 巧城装置 
巧点乂を爹 «麵 • 街巧か渴巧檐化装 S• 燃焼用送 S 檐異涛檢ボ装 a 

巧電流お止勘! • す》乂«お装僅•安をサーミスタ_ 

麵お1お•パックチコ，ブ 2*5m • ホースパンド2捆-適蘇板1個* 
本体度をを巧ぶ旧（ねじ2窗）•ゴムお送巧ち魚付パンド2個 


巧をが)〇咖權 748 抓巧巧 368 抓）（置台ををむ） 

:;- ■ : 33kg _ 

100 V 50 HZ/ 60 H 之 


がか時 


篇乂時 


mmmmm 


備を），樓夕寒さは、ななる人 • 召本治な巧お《度工業を華によけホず。 


9 SBB 






















14 •アフターサービス 





夕巧却法后 S 5 


ルサみサ 
i 巧灰 


表-!^ 












































据そがけや移廣任:•は販亮ちまたは、ちえ巧け業看にが巧し、お含巧ご負參では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定 S び標準おえ巧け例 


«え巧けについでは、义がそ巧条巧、雪な巧儀に B ずるな街塞率などをが Ml 睾びちりまず。巧巧が巧痛（エ IMI ) の 
r 巧にを IB しでいたださたいこと （ g をのために化すお巧な<ださい) J をを読みにな0、 fB 巧巧なは据え巧け業ちとよ 
くご相談しでください。また、[»夕«えはけ例 J についでは、下面を参 it しでください。 


標準据え巧け側 



/巧巧の巧がから水罕店«1 m な巧に«巧の巧びある爆をは、そ\ 
の巧から 60 cm な上■くすること。 

巧巧の巧巧から1 m が巧に建巧の病□巧(巧など)びないこと。 


巧！ 


離 


A 


r 





I_1 

[n 







日ブをは、 20 cm がよ 、 IScmftlt 
と示しでいまずが、您巧と巧が箱をめち 
m (45 cm » Ji ±) でを規なされまず。 

巧が巧との指 m が凑くなるように投《し 
でください。 

通が板を巧り巧けなレ巧をは、 A ブをを 
30 cm な上がしでください。 


据え巧け後の雜認 


据えがけがなわりましたら、をう一度、巧巧が巧窗（エ «■) のす特にま蠢しでいただきたいこと（ちをのために化す 
お巧りください) j をお読みになり、巧拓 tt 巧垂（工事 《) に巧11されでいるとお0«えおけられでいるかどうかを巧 
。しでください々 










窗:连巧は販売店又は据え巧け業者とごいつしょに必す巧つてください。 

■巧お睾備 

垂仪ま意1**プラグをコンたントに巧の巧巧まで®*に*しをんでくださし、。 

参なタンクにお巧し、送が経おの空気巧きをしでください。 

•ち巧おおやストーブより油ちれがないか確認しでください。 

参お营途中にノツレブなどがある場さには、を開にしでください。 

♦まを装垣をじツトしでください。 

〔定巧面器リたツトボタンの它ツト〕 

♦タイマー運転になつでいませんか。 


■循環巧の給水方法 

1 . お水前に エアー 巧きバルブびき胤こなっていることをお誘 
しでください。 

(ェ场出荷時には開いであります。） 

必すを開にしでください。 


2.ス I ブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定が位 
(上限水位）までお巧液（コ□ナホお房箱循環液）を入れで 
ください。 


3. 操巧部の床暖の換スイッチを「ストーブ巧暖房 J にたツト 
しで <ださい。 


4. 運おスイッチを押しで「入」にしでずぐじ rtajj にしでく 
ださい。 

•この操巧で僱環ポンプと燃焼巧を風機か'約8分間運おしま 
す。 

参運乾スイッチが r 入」のままでずと、点义することがあり 
ますので、必す r の」にしでください。 




運活 
•入•切 1 



5. 器具の左背面にある往きと房り兩方の溫水ジョイントのコ 
ツクを「巧 J [こしでください。 



ms^ 






6. シスターンタンクの水位が下がが te 後まずめをと饭氷位ま 
で街 W 液を給水しでください。 

くシスターンタンクの水位び下がらなくなるまで ig がを*! 
けでください。） 

♦1 ■環巧の給水び巧了する前に衝 *1 ボンプび停化した靡をに 
は、また遅巧スイッチを巧しでずぐに rraj にしでくだを 
い。循巧ポンプが巧巧觀8分扣しまずので巧賴水の巧 
水を巧なできまず。 

隹巧水 ESBS エなどの M 巧で、エアー巧ぎ/ツレブではエアー 
ザ巧けまらない!■をは、次の巧をがお0ます。 

♦ a 水往ま□のコックを巧にしで巧水 ES 接巧をはずし 、 S 
コックを関いで循環水をかしすつ流し、エア*-を巧く 
、（循巧液がこげれないように容»を记應しでください 。） J 


藏 


7. シスターンタンクの水位び下がらなくなったら巧環液 C !«8 
水は巧了です。 

エアー巧さバルブを f 巧 J にしで<ださい。 

♦婚珊ポンプの j ■お音び»かにな巧ます。 

8. 巧が ES 巧に、水をれのないことを IHB しでください。 

参3■巧のをやで巧巧パネル等に水をれがあつた巧をは、» 
覇ポンプを»止させでください。巧巧の巧スイツチを 
r ストーブ寒苗 IJ にの換えることにより任比させることび 
できまず。 

9. S * のないこと巧》なしたら巧了でずので揉が»の巧巧の 
巧スイッチを r ストーブ巧な J にか換えで循環ポンプを扉 
止させでくだぎい。 



エアー巧き/スルブ 
巧の時 

晒 

巧の時：满び游 


ストーブ•麻度の巧 


I 遅巧 


♦雇振は、ストーブ巧«房»おでおこない、 I 巧に通おずることを菌かめでくださし、。 


1. 操が部の巧スイツチを[ストーブ床おち J にたツトしでください。 

2. 通おスイツチを巧しで r 入 J にし t ください。 

隹ストーブはな乂苗がを!!おずると巧膀に、 g 巧ボンプの空なちをく巧使 
巧時）が数秒しまずではありません。 

♦ I ごを 葡巧々で お使いに なるとミは、 巧痛31 巧などが R けで 》 と 
奥い びで ます。《 巧巧けで 巧 ■の 震 »をしでくだちもん 
♦お19〜12分！•のチ備《巧がちわるとホが麻に助りをねりまず。 

3. 通水 B « 巧 B に、水をれのないことを*历しでください。 


mm ( 

t 入•細 



4. 兵巧びなければ、义力簡節つまみを r がか J 〜 r 大 J に設をしでください。 
しばらくしで巧巧パネルび B かくなることを巧《しでください。 

♦巧のが《は、 I •いおの中にいくらかの黃色い巧（巧义）がまじっても g 
巧ではありません。 














麵消义 のま順 




•适おスイッチをがしで[烦 J にしでください。 

逢おランプが消なします。 

燃お室び巧がすると宮動的に燃お巧を®お、循巧ポンプび停让し、 
時刻表示ががのずべでのランプび消口しまず。 



16 •廃棄ずるときの注意 


•ストーブを巧棄化分ずるとまは、を巧面器のな油を巧き巧つでください。 

巧油を入ったまま廃棄するとリサイクルの族に思わめまがになるおそれびありまず。 







己呆巧ま巧巧 7-7 T 955-8 SV 0 
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; お客様ご相鑛 窓口一摸表 

修理サービスや«{滿についでのご巧較は漁獲さをご推霜の上、お貴いあげの 
販秀店または下紀のご相談お□にご依巧<ださい。 

ご巧居やごお爸扉などでお西りの诱さは、下をのおぶくの窓□じごお數ぐださい。 

咨硕、巧巧地、巧话巧ちは、お巧する巧を巧部0まずのでご: J まください。 
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